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国道7号栗ノ木道路及び紫竹山道路は，都市計画道路万代島ルート線の一部を構成し，交通を

高架橋道路と平面道路（地表道路）で分離し，慢性的な交通渋滞の緩和，交通事故の削減を目

的に，整備を進めている事業である. 

紫竹山道路 栗ノ木高架橋下部工事は橋脚梁部の鉄筋組立の際，高所作業であり，作業スペー

スが狭く配筋作業が困難な状況であることから,地上部で組立を行う,プレハブ鉄筋施工を活用

した効果について報告するものである. 
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1. はじめに 
現在，建設業界では深刻な人材不足と就業者の高

齢化に直面しており，施工現場における生産性の向

上，作業の効率化などが課題とされている．また，

建設業は「地域インフラの整備・維持」「災害発生

時の応急対応」「地域社会や経済の基盤」「地方創

生」などを支える重要な産業のひとつであり，地域

社会の安心・安全を担ううえで無くてはならない存

在である． 
栗ノ木道路は平成19年度に事業化した延長1.4Km

の道路であり，紫竹山道路は平成23年度に事業化し

た延長0.7kmの道路である． 
紫竹山道路 栗ノ木高架橋下部工事は，交通量の

多い現道脇の限られたスペースの中で作業となり，

梁部の鉄筋組立が地上高から5ｍ以上の高所での作

業となること，配筋間隔も狭く煩雑となることが想

定される．そのため，鉄筋組立の施工性，作業の安

全性確保や省人化・効率化など多くの課題がある． 
また，北陸地方は積雪寒冷特別地域であり，冬期

間の作業条件は厳しいといったところから，公共事

業の平準化（通年施工），省人化・効率化を目的と

したコンクリート構造物のプレキャスト化を推奨し

ている中で，本工事での実用が可能であるか検討し

た． 

 

 
図-1 全体位置図 



 

2. 工事概要 

本工事は紫竹山道路下り線側のP5-6の2橋の下部工事

となる．同現場は上空に架空線があること，紫雲橋交差

点が近接しており，地上部での鉄筋組立ヤードのスペー

ス確保が困難であることなど施工に際し多くの懸念事項

がある． 
このような状況の中で地上高から5ｍ以上の高い位置

での鉄筋組立作業となり，高所作業による転落災害が懸

念されることや，配筋間隔が狭く煩雑であることから鉄

筋組立の確実性が懸念される状況である． 
これらのことから，紫雲橋交差点から離れており，鉄

筋組立ヤードが確保できること，吊り上げクレーンを設

置した際に上空の架空線が支障とならないことから，P6
橋脚梁部のプレハブ鉄筋施工を実施することとした． 

 
図-2 施工位置図 

 
写真-1 高所での鉄筋組立状況 

 
出典：コンクリート構造物における埋設型枠・プレハブ

鉄筋に関するガイドライン（平成30年6月）P.10 

 

出典：コンクリート構造物における埋設型枠・プレハブ

鉄筋に関するガイドライン（平成30年6月）P.11 

 

3. プレハブ鉄筋の設置方法 

プレハブ鉄筋の製作フローとしては鉄筋組立施工ヤー

ドの造成から始まり，地上部で製作したプレハブ鉄筋の

吊上げ・設置までの工程となる．（図-3） 
地上部で組み立てた梁部鉄筋をクレーンで吊り上げ，

橋脚の所定の位置に設置する．このとき，鉄筋部を直接

吊り上げると鉄筋の変形や降伏，配筋のずれ等につなが

る恐れがあるため，鉄筋補強材を固定金具に設置し，鉄

筋補強材に吊支点を設定して吊り上げを行う．吊支点に

作用する荷重が不均等とならないよう，レバーブロック

により吊り荷の固定・位置合わせを行い，吊り上げ及び

移動を行う．設置の手順については以下のとおりである． 

 

図--3 プレハブ鉄筋施工の流れ 

(１)鉄筋組立施工ヤードの造成 

PD6橋脚の壁部までのコンクリート打設が完了し，埋

戻し・土留仮締切撤去後に，鉄筋組立ヤードとして下記

図面の範囲を仮橋天端高に平坦に整地し敷き鉄板にて養

生を行う. 

 

図-4 組立ヤード造成図 
(２)鉄筋組立用の架台製作 

 鉄筋組立用架台を製作し，これを定規としてプレハブ

鉄筋を組み立てる.使用資材は，等辺山形鋼 50×50×T6

を使用した． 

 

写真-2 架台組立状況 
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(３)梁部プレハブ鉄筋組立（地上組立） 
壁部の配筋→梁部の主筋配筋→梁壁部のスターラップ

配筋→梁底面部のスターラップの配筋→梁部天端付近の

水平補強筋の配筋→梁部側面の水平方向鉄筋の配筋とい

った流れで梁部の鉄筋を組み立てる． 

（※スターラップ配筋 ＝ 主筋を囲むように配筋され

る帯状の鉄筋。せん断力による破壊を防ぎ、主筋の座屈

を抑制する役割がある） 

 

写真-3  鉄筋組立施工状況 

(４)吊支点の検討・鉄筋補強材の設置・追加鋼材と組立

鉄筋との干渉チェック 

吊支点は支点に作用する荷重が不均等にならないよ

う，レバーブロックにより吊り荷の固定・位置合わせを

行い，吊り上げ及び移動を行う．今回は支点 1箇所 0.94t
とし 80箇所のに固定金具を設置し荷重バランスを保

ち、10点で吊り込みを行った. 

 
図--5 吊支点・補強材配置図 

吊り上げ作業時に鉄筋の変形や降伏，配筋のズレが生

じないよう，鉄筋補強材を設置する．鉄筋補強材は梁部

配筋でもっとも径の大きい主鉄筋に対し，鉄筋と直交方

向に鉄筋補強材を配置して固定金具により設置する．補

強材は調達性がよく加工が容易なものとし，異形棒鋼を

使用した． 

また，固定金具は場所打ち杭用の固定金具（ゼスロッ

ク）を選定し，鉄筋補強材と主鉄筋とを確実に固定でき

るものとした．今回は主鉄筋（梁部配筋）D32 SD345
に対し，補強材として異形棒鋼 SD345 D38 を使用し，

固定金具としてゼスロック RS,U ボルト（U50-17），プ

レート(Z-32(D29,D32 用))を使用した．新たな組立架台

と吊用補強材を設置したことにより計画の組立鉄筋との

干渉がないかBIM/CIM鉄筋データに追加鋼材を組込み3D
上で事前に干渉がないかを確認し不具合箇所を修正した． 

図-6 鉄筋補強金具設置状況図 

（赤色箇所：補強金具設置箇所） 

 

図-7 補強金具設置状況図 

固定金具  

① ゼスロックRS  

② Uボルト U50-17  

③ プレート Z-32(D29,D32用) 

(５)プレハブ鉄筋の吊上げ・設置 

地上部で組み立てられたプレハブ鉄筋をラフテレ－ン

にて橋脚の設置箇所へ設置する． 

今回は事前に計画した架設計画に基づき，プレハブ鉄

筋総重量が約 9.3t，吊桁材（H-350×175×7×11）L=11.4
ｍ，クレーン作業半径を 9.0ｍとし，架設用クレーンは

ラフテレーンクレーン 70t吊を使用．吊支点は支点に作

用する荷重が不均等にならないよう，レバーブロックに

より吊り荷の固定・位置合わせを行い吊り上げ及び移動

を行う． 

支点１箇所 0.94tとし，10点で吊り込みを行った.作業

は吊天秤・ワイヤー等吊具の調整を行い，プレハブ鉄筋

吊上げ・設置を１日で施工することができた． 

 

写真-5プレハブ鉄筋据付状況 

←主鉄筋 



4. 実施効果について 

今回地上部での鉄筋組立を行ったことにより，橋脚上

部での高所作業を必要最小限に抑えることができ，転落

災害のリスクを低減させ，安全性を確保することができ

た．また，通常施工したPD5橋梁は5日を費やしたこと

に対し，プレハブ鉄筋で施工したPD6橋梁は3.5日で完成

することができ，1.5日の工期短縮につながった． 

これらのことから，生産性の向上，作業の省人化，安

全性の確保といった面での効果は十分にあったと考えら

れる． 

 

図--8 梁部鉄筋組立比較表 

 

図--9 梁部鉄筋組立比較グラフ 

 

 

図--10 工事費比較表 

5. まとめ 

今回，プレハブ鉄筋で施工することにより，鉄筋組立

にかかる日数を削減することができ，作業の省人化が図

られた.経費については仮設材等の費用が増えたため今

現在増額となっているが，今後，更なる物価高騰が予想

されるため，生産性を向上させ，作業の効率化を図るこ

とにより費用を抑制していく必要がある． 

また，安全性といった面では地上部での作業であった

ことから，高所作業での転落災害等のリスクも最小限に

することができ安全で確実な施工となった． 

北陸地方整備局の取り組みとしてコンクリート工の生

産性の向上が求められている中，今回の橋脚梁部のプレ

ハブ鉄筋施工は，現場作業の省人化や効率化，現場の安

全性確保といった面で適した工法であったと考えている．  
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【２】梁部鉄筋組立比較グラフ

通常施工 プレハブ鉄筋

数量 金 額 数量 金 額

梁部鉄筋組立 923,200 1,524,452
 直接施工費 式 30 923,200 23 767,500
  鉄筋組立 鉄筋工 人 28,600 26 743,600 16 457,600
  架台加工・組立 鉄筋工 人 28,600 1 28,600
  プレハブ鉄筋据付 鉄筋工 人 28,600 2 57,200
  プレハブ鉄筋据付 とび工 人 27,200 1 27,200
  ラフテレンクレーン 13ｔ吊 日・台 38,000 1 38,000
  ラフテレンクレーン 25ｔ吊 日・台 44,900 4 179,600 1 44,900
  ラフテレンクレーン 70ｔ吊 日・台 114,000 1 114,000
 共通仮設費 式 0 756,952
  鉄筋組立架台製作費 等辺山形鋼 l-50×50×4 式 464,280 1 464,280
  吊込支保材製作費 H-350×175×7×11 式 135,462 1 135,462

  鉄筋補強材材料費
異形鉄筋棒鋼 D38
無溶接金具ｾﾞｽﾛｯｸ

式 83,000 1 83,000

 吊具等 ﾚﾊﾞｰﾌﾞﾛｯｸ･ﾜｲﾔｰ等 式 74,210 1 74,210

名   称 規   格 単位 単価 数量 金 額

鉄筋加工組立（手間のみ） t 67,200 8.508 571,738

通常施工
単価単位規   格名   称

【3】 梁部鉄筋組立工事費比較表

梁6.553t＋壁1.955t

プレハブ鉄筋工

【参考】 梁部鉄筋組立市場単価(設計金額)
備 考

 ※通常施工時数量についてはプレハブ鉄筋施工していない橋脚実施数量から施工重量で割り返した値を使用


